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０．はじめに

２０１９年度、こども教育宝仙大学（以下、本学）では、
再課程認定を受けて新設された科目「音楽と表現Ⅰ」を
新しく開講した。開講時期は１年次春学期であり、当該
科目は新入生が入学後最初に履修する音楽関連科目であ
る。
本稿ではまず当該科目の概要を整理し、前年度まで同
時期（１年次春学期）に開講していた音楽関連科目「音
楽演習（基礎）」「声楽（基礎）」とのカリキュラムの比
較を行う。その中で新旧カリキュラムの相違点及び改善
のねらいを明らかにすると共に、新科目「音楽と表現Ⅰ」
の授業実践の報告を行う。更にその教育的効果を検証す
べく、学期末に履修生全員を対象に行ったアンケート調
査の結果をまとめ、考察を加える。

１．「音楽と表現Ⅰ」概要

「音楽と表現Ⅰ」は、本学の新カリキュラム（以下、
新カリ）における音楽教育の基礎に位置付けられる科目
である。以下、表１に新カリの音楽関連科目一覧を示す。

１年次春学期の音楽関連科目は、新カリでは「音楽と
表現Ⅰ」の１科目のみであるが、旧カリキュラム（以下、
旧カリ）では「音楽演習（基礎）」「声楽（基礎）」の２
科目が同時に開講されていた１。これら新旧３科目の科
目区分と単位数を以下、表２に整理する。
新カリ「音楽と表現Ⅰ」の科目区分は「大学が独自に
設定する科目（以下、独自科目）」であるが、そこには
旧カリ２科目における「教科に関する科目（音楽）」と
「保育表現技術」の性格が引き継がれている。単位数は
旧カリの合計２単位に対して新カリでは半減の１単位と
なっているが、新カリ「音楽と表現Ⅰ」は免許・資格の
取得に関わる必修科目として、位置付けの重要性は維持
されている。
なお２年次秋学期「音楽と表現Ⅱ」の設定は科目区分、
単位数共に「音楽と表現Ⅰ」と同様であるが、１年次秋
学期「音楽実技Ⅰ」及び２年次春学期「音楽実技Ⅱ」は
いずれも１単位、「卒業選択」という科目設定になって
いる。
また本学の新カリでは、音楽関連科目とは別に「表現」
をキーワードとした「大学が独自に設定する科目」が２
つ設定されており（１年次春学期「身体と表現」及び２
年次春学期「造形と表現」）、これら４つの科目をもって
「表現シリーズ」のカテゴリーを形成している２。

２．２０１９年度春学期「音楽と表現Ⅰ」授業報告

本項では旧カリ１年次春学期開講の２科目（「音楽演
習（基礎）」「声楽（基礎）」）との比較を適宜交えながら、
２０１９年度春学期「音楽と表現Ⅰ」の授業実践について報
告を行う。

１）こども教育宝仙大学・准教授
２）こども教育宝仙大学・非常勤講師

表１ 本学の新カリにおける音楽関連科目一覧

「歌遊び」「リトミック」の２科目は３・４年次のいずれか１回の
み履修可能。
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２．１．授業概要と到達目標
「音楽と表現Ⅰ」の授業概要と到達目標をシラバス
（２０１９）から引用する。

（概要）
子どもの歌を主たる教材とし、講義と演習を適宜組
み合わせながら授業を展開する。また五感を通した
感性の涵養を目指して、鑑賞の機会を設ける。

（到達目標）
本授業は、保育者として必要とされる子どもの表現
に対する理解とその援助に向け、学生自身が生活や
身の周りの環境のなかにある現象や情報にはたらき
かけていく身体感覚と、さまざまなものの美しさを
認識する感性を養っていくものである。またそれと
ともに、感じたことや考えたこと、想起されたイメー
ジなどを自分なりに表現でき、他者とのコミュニ
ケーションの方法を身につけ、自身の創造性を豊か
なものにしていくことをねらいとしている。
「音楽と表現Ⅰ」では、一人ひとりの身体から発せ
られる声の表現、また同様に身体との有機的連関に
裏付けられる 盤楽器の表現の基礎について理解を
深め、その素晴らしさを実感を持って味わうことを
目標とする。

概要に明記された「講義と演習の組み合わせ」及び「鑑
賞の導入」の２点は、旧カリにはなかった新たな取り組
みである。
到達目標の第１パラグラフは前述の「表現シリーズ」
４科目で文言を共有し、カテゴリー全体の統一を図って
いる。「音楽と表現Ⅰ」では「身体」「声」「 盤楽器」
の３点をキーワードとし、それらの表現の基礎に関する
理解と、その素晴らしさを学生自身が実感を持って味わ
うことを目標としている。

２．２．授業の内容と運営に関する事項
授業の内容（概要）を以下、表３に示す。
全体の特徴としては、内容を４つの単元（「音楽と身
体・声の表現」「 盤楽器の表現」「鑑賞と振り返り」「子
どもの歌を味わう」）に整理した点にある（それぞれの
授業実践の詳細については後述する）。「楽典（読譜の指

導）」については「音楽と表現Ⅰ」では敢えて単元化せ
ず、各授業の講義の際に適宜取り上げるにとどめた。
旧カリ２科目では、いずれも音楽の技術的な指導を中
心に行っていたのに対し、新カリでは音楽の「表現」に
対する様々なアプローチそのものに主眼を置くことを念
頭に授業設計を行った。また、授業概要には「子どもの
歌を主たる教材とすること」を明記したが、「音楽と表
現Ⅰ」はあくまでも「独自科目」として、領域「表現」
に関する科目（本学の新カリ科目名は「保育内容（表現）」）
とは異なる角度から授業が展開されるよう内容の検討に
腐心した。
授業形態については旧カリ「音楽演習（基礎）」をほ
ぼそのまま踏襲し、１学年を３つの「班」（ＡＢＣ、各
３０名程度）に分け、更にそれぞれを４分割して「クラス」
（６～１０名程度）を編成した。各クラスに１名ずつ、計
４名の教員を配置し、班毎に延べ３コマ開講するという
形も旧カリ「音楽演習（基礎）」と同様である。
ただし、旧カリ「音楽演習（基礎）」ではクラス単位
によるピアノレッスン室３での授業（ピアノ実技の個別
指導）が中心であったのに対し、前述の通り、新カリ「音
楽と表現Ⅰ」では「講義と演習の組み合わせ」を企図し、
特に学期前半の授業では班単位による音楽演習室４での
活動を多く実施した。
教員の配置については、授業内容に鑑みた専門性の観
点から以下、表４の通り変更を行った（教員数は変更な
し）。

回 授業内容（概要）
１ ガイダンス

２～４ 音楽と身体・声の表現①②③
５～７ 盤楽器の表現①②③
８～９ 鑑賞と振り返り
１０～１４ 子どもの歌を味わう①②③④⑤
１５ 期末試験とまとめ

表２ 科目区分と単位数一覧

（幼）：幼稚園教諭一種免許状の取得に関する科目区分 （保）：保育士資格の取得に関する科目区分

表３ ２０１９年度春学期「音楽と表現Ⅰ」授業の内容（概要）
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表４ 新旧科目における担当教員一覧

（網掛けが変更箇所）

表５ 「音楽と身体・声の表現」授業の流れ

授業回数の①～③は、「音楽と表現Ⅰ」全体の第２～４回に相当す
る。
「全体」は約３０名の班による、音楽演習室での授業を指す。
「クラス」は班を４分割した約８名の編成による、ピアノレッスン
室での授業を指す。

４つの単元のうち、特に「音楽と身体・声の表現」に
係る発声法に関しては、成人男女の持つ声域の違いに
よって、その習得に少なからず差異が生じる場合がある。
新カリでは声楽を専門とする女性教員を１名配置するこ
とで、男女両性の面から発声法を専門的に指導する体制
を整えた５。また結果的に、全体としても声楽、ピアノ
（ 盤楽器）を専門とする教員がそれぞれ２名ずつとな
り、配置のバランスが整理された。
副教材としては新たに「音楽ファイル」「音楽カルテ」
の２点を導入した。
「音楽ファイル」は、授業内で配布された資料等を学
生自身が時系列で整理するためのファイルである。当該
授業では２穴用ファイル（Ａ４版、１００枚まで収容可）
を１人１部ずつ、初回授業で配布した。
「音楽カルテ」は、旧カリで使用していた「レッスン
カルテ」６の大幅な修正版として新カリから採用したオリ
ジナルの学習シートである（図１）。
旧カリ「レッスンカルテ」では、課題曲１曲につき教
員の捺印欄が１か所しかなかったため、原則としてそれ
ぞれの課題曲を「両手弾き歌い」ができるまで捺印（合
格の承認）を与えることができなかった。対して新カリ
「音楽カルテ」では、捺印欄を課題曲１曲につき４か所
（「左手」「両手」の欄は使用楽譜の種類により更に３つ
に細分化）設けたことで、ピアノの初学者であっても具
に合格の承認を与えることが可能となった。この改訂の
ねらいは、学生の達成感の獲得と学習に対するモチベー
ションの維持、またスモールステップによる子どもの歌
のレパートリーの着実な習得を促すことにある。
課題曲（子どもの歌）は２年次春学期まで学期毎に１０

曲ずつ（延べ３０曲）設定しているが、これは学期内での
「両手による弾き歌い」の合格を課すものではなく、あ
くまでもそれぞれの課題曲に触れ、その歌を知ること（最
低限「歌」は全て合格すること）を努力目標として学生
に示したものである。

２．３．各単元の授業実践
本項では授業実践の詳細について、４つの単元毎に整
理して記述する。なおそれぞれの所見については、次項
のアンケート分析の中で適宜述べることとする。

２．３．１．音楽と身体・声の表現
旧カリ「声楽（基礎）」では基礎的な発声技術の習得

と子どもの歌のレパートリーの獲得を目指し、授業の冒
頭にストレッチと呼吸法の練習、発声練習をし、その後
子どもの歌を２曲程度じっくり歌唱する、という一連の
流れを毎回のルーティンとして行っていた。この方法は
１学年全体（履修生約１００名）を教員一人で一度に指導
するという環境ではやむを得ないことであった。
それに対して新カリ「音楽と表現Ⅰ」は前述の通り、
声楽を専門とする教員が２名（男女１名ずつ）配置され、
なおかつ班単位（履修生約３０名）による演習授業となっ
たことで、より細やかな指導を実現する環境が整った。
全３回の授業の流れを以下、表５に示す。

この単元では、実践的な子どもの歌の学びに先立って、
人間にとっての「歌うこと（歌唱表現）」の意義、また
その前提にある「声」そのものに対する考察を深めるこ
とをねらいとして、授業の流れを設計した。
初回①は学生同士の人間関係の形成も企図し、全体
ワークに終始した。パワーポイントによる講義の後、教
科書の図を用いて発声の仕組みを解説し、その後レクリ
エーションを織り交ぜた実践的な呼吸法、発声法の指導、
練習を班全体で行った。
②では子どもの歌を題材として詩と音楽、２つの観点
からじっくりと作品に向き合うこと、特に詩の情景を
しっかりとイメージした上で歌唱表現に取り組むことの
大切さについて講義した。そのため実技では歌唱だけで
なく、詩の朗読を課題に含め、朗読と歌唱の２本立てで
クラスワークを行った。最後は班全体で発表を行い、ク
ラスワークの成果を互いに振り返る機会を設けた。
宿題の「プレゼンシート」は③の小テストへの接続を
企図した課題で、②で題材にした子どもの歌２曲（チュー
リップ、どんぐりころころ）のうち任意の１曲について、

２０１９年度春学期「音楽と表現Ⅰ」報告
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・（課題提示欄）「１春」…１年次春学期の意。以下同。
・課題曲の捺印条件（合格認定基準）…「歌」：１番を暗譜歌唱／「右手」：歌唱旋律（右手）の弾き歌い／「左手」：
伴奏部（左手）の弾き歌い／「両手」：両手による弾き歌い

・使用楽譜の略記（左手、両手欄）…「簡」：簡易楽譜（簡易版編曲）／「コ」：コード伴奏譜／「教」：教科書（『こ
どものうた２００』『続こどものうた２００』）もしくは各曲のオリジナル（原典）版

・裏面には同様のフォーマットで習得推薦曲を更に２０曲加えているが、本稿では触れる必要がないため提示を割愛する。

図１ 「音楽カルテ」

こども教育宝仙大学 紀要 11 （2020 年 3 月発行）
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表６ 「 盤楽器の表現」授業の流れ

授業回数の①～③は、「音楽と表現Ⅰ」全体の第５～７回に相当する。

「絵（詩の情景のイメージ）」と「ねらい（朗読と歌唱の
中で、何をどのように表現したいか）」及び「詩の書写」
を課したものである。学生はこの「プレゼンシート」で
選択した曲を小テストの試験曲とし、教員は試験日当日
に提出させた「プレゼンシート」を参照しながら演奏の
採点を行った。
なおこの単元については声楽を専門とする教員２名が
主担当を務め、それぞれに全体ワークの講義と実技を分
担した。クラスワークについては事前に指導方針のコン
センサスを図り、 盤楽器（ピアノ）を専門とする教員
２名を含め、４名の教員がそれぞれのクラスの指導に当
たった。

２．３．２． 盤楽器の表現
「 盤楽器の表現」は第一義的には旧カリ「音楽演習

（基礎）」の内容を引き継ぐものであるが、旧カリ「音楽
演習（基礎）」では『バイエル』等のピアノ教本を主教
材として専らピアノ（独奏）の実技指導を行っていたの
に対し、新カリではいわゆる伝統的なピアノ教本を使用
教材から完全に外し、全く違った角度から 盤楽器（ピ
アノ）の表現（力やその幅、保育の場における意義）に
ついて教授すべく、授業の内容を一新した。
全３回の授業の流れを以下、表６に示す。

この単元の主担当は、 盤楽器（ピアノ）を専門とす
る教員２名が務めた。
授業内容の設定に当たっては、原則として楽譜を使用
しない（読譜力を問わない）こと、また何らかの既存曲
を取り上げてその演奏技術の習得を目指すことはしない
ことの２点を前提とした。
初回①は前の単元（音楽と身体・声の表現）と同様に
１コマ全てを全体ワークとした。ピアノの構造（音の出
る仕組み、ハンマー、弦、響板等）について、パワーポ
イントを用いて詳しく説明したほか、演奏する際のイス
の座り方や姿勢、手の形について、教員が手本を示しな

がら丁寧に解説を行った。その上で、狭義の演奏技術に
縛られないピアノの表現力を示す例として図形楽譜によ
るクラスター奏法を取り上げ、教員が実演した。これは
特にピアノ初心者の学習意欲を高めることをねらいとし
て取り上げたものである。最後に②以降の課題を見越し
て、《動物の謝肉祭》（サン＝サーンス）から「カンガルー」
「白鳥」の２曲を教員が連弾で演奏し、ピアノの表現力
の豊かさを具体的に示した。
②ではまず、クラスター奏法をベースとして、音の強
弱や高低、長短、テンポ等の変化、またいくつかのリズ
ムパターンを用いることによって、ピアノ１台で様々な
イメージが表現できることを全体に講義した。その後各
自で２種、好きな動物を選択してもらい、特にその動作
的な特徴を分析した上で、その動物をピアノ（の音）で
表現することを課題として、クラスワークによる実技指
導を行った。また、分析の内容と音による表現のプラン
を「プレワークシート」に記述させ、その内容を整理し、
イメージの絵を加えて清書したものを「プレゼンシート」
として提出することを次回までの宿題とした。
「プレゼンシート」は前の単元と同様に、小テスト（③）
の採点の際に教員が参照した。前の単元では学生の緊張
を考慮して個別に小テストを行い、試験室（ピアノレッ
スン室）には採点者（教員）以外入室させなかったが、
今回の小テストではクラス毎（８名程度）に試験室（音
楽演習室）に入室させ、試験の様子を学生相互に見学さ
せることとした。これは自分とは異なった他者の表現を
受け止め、認容する機会として企図したものである。そ
のため正式な試験ではあるが、各自の発表の後に互いに
拍手を送ることを勧奨した。

２．３．３．鑑賞と振り返り
ここまでの延べ６週（第２～７回）に渡る授業は、主
として「自ら表現すること」をテーマとしていた。続く
２週（第８～９回）はその観点を変え、「他者の表現を
受けとめる（受容する、理解する、認容する）こと」を
テーマに、鑑賞（教員コンサート）と振り返り（グルー
プディスカッション）の授業を行った。
鑑賞（教員コンサート）のプログラムは以下、表７の
通りである。
演奏時間は６０分間とし、その前後で出席確認や課題（鑑
賞レポート７）の配布、説明等を行った８。会場は可動イ
スのある大教室（４２１教室）を使用し、１年生全員（ABC
班合同）を一堂に集めて１コマの授業とした。
演奏は授業担当の４名の教員で行った。これには、教
員が学生たちの前で表現者としての振る舞い（演奏）を
体現することによって、先立つ授業の中で指導した事柄
に説得力を持たせようというねらいがあった９。
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表８ 「子どもの歌を味わう」授業の流れ

・授業回数の①～⑥は、「音楽と表現Ⅰ」全体の第１０～１５回に相当する

ソロの選曲は各教員に委ね、演奏順はピアノと歌が交
互に演奏されるよう設定した。子どもの歌については、
それぞれの作品に込められた音楽的なメッセージや表現
を十分に引き出せるよう、原典に基づいた信頼のおける
楽譜１０を用いて演奏を行った。また今後の授業の展開を
踏まえて、アンサンブル（連弾、二重唱）も取り上げた。
この鑑賞の機会が単なる受動的な楽しみにとどまるこ
とのないよう、直後の第９回の授業では鑑賞レポートに
基づく個人発表、グループディスカッション（各クラス）、
グループディスカッションのまとめの発表（班合同）等
を織り交ぜながら、丁寧に振り返りを行った。

２．３．４．子どもの歌を味わう（期末試験を含む）
最後の単元となる「子どもの歌を味わう」では、先に
挙げた「音楽カルテ」（図１）の課題と指導方針に基づ
き、子どもの歌（弾き歌い）の実技指導を行った。
授業の流れを以下、表８に示す。

①では子どもの歌の弾き歌い指導の前提として、最小

限の楽典の知識（音部記号と音名（ドレミ））及びピア
ノの運指（指番号）について、全体で短い講義を行った。
①②③の３回に共通する「課題曲のポイント指導」で
は、それぞれの回の課題曲について歌唱と弾き歌いの観
点から全体指導を行った。歌唱に関しては歌詞の朗読や
内容の解説、また発声上のポイントや表現に関するアド
バイスを行い、弾き歌いに関しては主にピアノ奏法の観
点から運指の指導、また強弱やアーティキュレーション
等の表現に関する指導を行った。更に、学生がそれぞれ
の歌の良さを実感し、主体的に味わうことを目指して、
教員の模範唱や模範奏のリードのもと、毎回班全体で課
題曲を斉唱した。
全体指導を行った背景には、個人指導を前に、教員間
で指導方針を共有するというねらいもあった１１。
なお当初は期末試験までに課題曲１０曲全ての全体指導

を終える予定であったが、ピアノ初学者１２を中心に個人
指導の時間をより多く確保する必要が生じたため、その
うちの２曲は夏休みの宿題として期末試験後に全体指導
を行い、秋学期（音楽実技Ⅰ）に指導を引き継ぐことと
した。
期末試験では、課題曲１０曲の中から任意の２曲を、そ
れぞれ任意の演奏形態（アカペラ歌唱、右手と歌、左手
と歌、両手で弾き歌いのいずれか）で発表することを課
題とした。最も難易度の低い「アカペラ歌唱」での受験
も是としたが、学生のモチベーションアップを図り、選
択した演奏形態の難易度に応じて適宜加点を行うことと
し、学生にもその旨周知をした。このねらいは奏功し、
期末試験で「アカペラ歌唱」を選択したのは履修生９２名
中１名のみであった。なお試験場の設定は「音楽と身体・
声の表現」の小テスト（第４回）と同様とし、受験者は
採点者のいる教室に個別に入室し、演奏を行った。

２．４．まとめ
「音楽と表現Ⅰ」は、本学の新カリキュラムにおける
音楽教育の第一歩として、言わば学生個々の学びの「畑
を耕す」ことを目指して授業を展開した。そのため、特
に第９回（鑑賞の振り返り）までは技術的な指導は最小
限にとどめ、様々なアプローチから音楽を表現し楽しん
でもらうこと、またその表現の奥深さを実感してもらう
ことに重きを置いた。第１０回（弾き歌い①）以降、期末
試験を目指して指導を始めた子どもの歌の弾き歌いに関
しては、入学前のピアノ学習経験が、取り組みのモチベー
ションに大きく影響してしまわないよう、学生個々のレ
ベルや進度、また選曲の好みにも応えられるような体制
を整えた。その成果の一端は、期末試験の欠席者が一人
もいなかったという事実にも現れているように思われ
る。

表７ 鑑賞（教員コンサート）のプログラム（曲目構成）
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また『バイエル』を始めとした既存のピアノ教本によ
る技術指導から脱却したことで、旧カリの大きな課題の
一つであった「ピアノ（独奏）技術の習得が目的化して
しまう」という本末転倒な状況は回避できた。しかし一
方では、初学者に対してピアノ演奏技術の基礎的な指導
をほとんど行わなかったことが、今後より実践的な（両
手による）弾き歌いのレパートリーを獲得していく上で
支障となる可能性も考えられる。

３．アンケート調査

「音楽と表現Ⅰ」の教育的効果を分析するため、履修
生全員（９２名）に対してアンケート調査を行った。
授業最終回（第１５回）の期末試験（実技）終了後（２０１９
年７月２６日、２・３・４限）にアンケート用紙（無記名）
を配布し、１０分間の記入時間を設けた後、その場で回収
した。なお倫理的配慮として、本調査のデータは研究目
的以外には使用しないこと、また個人が特定されないよ
うに配慮し、回答の内容は一切成績に影響しないことを
口頭で周知した。
有効回答数は９２、有効回答率は１００％であった。

３．１．結果と考察
設問１～５では、５つの授業内容（声・ 盤楽器・弾
き歌い・鑑賞・読譜）のそれぞれについて、１５回の授業
を受ける「前」と「後」を比較し、自らの「意欲・関心」
「感性」「知識・技能」がどのように変化したかを、０・
１・２・３・４点の中から選択して自己評価することを
求めた。設問６では、それぞれの授業内容への取り組み
を通して、印象に残ったことや学んだことについて自由
記述を求めた。
なお本文中に自由記述を引用する際は、明らかに誤記
と思われる箇所については適宜修正し、その他について
は記述された内容をそのまま表記した。

設問１ 声の表現（歌うこと）
設問１の自己評価の平均は以下、図２の通りである。
３つの項目はいずれも「後」に上昇しており、特に「感

性」と「知識・技能」はいずれも１．００以上の上昇ポイン
トをマークしている。「意欲・関心」は「前」で最も高
い値（２．９１）を示しているが、「後」でも３．６５と満点に
近い値に迫っている。
自由記述を見ると、「歌う事は元々好きだったけどもっ
と歌うことが楽しくなって好きになった」「元々歌うこ
とは好きだったのでより強く歌いたいという気持ちにな
りました」等、従前の意欲が更に向上したことを示す回
答があった他、「授業のはじめは歌うのが嫌のほうが大

きかったけどその嫌が少しずつなくなってきました」「私
は声が下手（筆者注；「声が良くない」の意と思われる）
という意識があり声がキライでした。ですが、この授業
を通し声が好きになりました」「歌うことがあまり好き
ではなかったけれど、詩の朗読などを通して楽しめるよ
うになり、少し好きになった」というように、マイナス
だった意欲が授業を通してプラスに転じたことを示す回
答があった。
「知識・技能」に係る事柄については「歌うことの基
礎から学ぶことで、おなかから出すことを意識できた」
「姿勢や息の吸い方などがどれだけ歌に影響するのかを
知れた」「声の出し方や呼吸によって音の出る音量がち
がう」等、呼吸法や発声法の授業の中で、自身の変化や
成長を実感しながら学びに取り組めていたことが窺える
記述が見られた。
また「授業を受ける前は、ただ詩を読んで歌うだけだっ

たけど、だんだん曲の情景をイメージして歌えるように
なりました」「場面や状況を想像することで歌い方が変
わって良いものになることを知った」「情景を思い浮か
べながら歌うことで表現力が増すなどのことを学べた」
「イメージして歌うのが面白かった」等の記述には、こ
の単元で特に強調した「声で表現をする際にイメージを
しっかり持つことの大切さ」について、そのねらいを十
分に理解した学生が多くいたことが示されている。
今後の課題として散見されたのは、「高い声の出し方
が分からない」というような高音の発声法に関する記述
である。「高い声の出し方も知ることができた」「高い声
がでづらかったけど、練習していくうちに出るように
なった」等、授業を通して改善されたとの記述も見られ
たが、それでも一定数、高音の発声に悩みを抱える学生
が存在することに今後も留意する必要がある。

図２ 「声の表現（歌うこと）」に関する自己評価（単位：点）

「上昇ポイント」は「後」の値から「前」の値を引いたもの。以下、
図３～６、８～１１も同様である。
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図３ 「 盤楽器の表現（ピアノを弾くこと）」に関する
自己評価（単位：点）
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図４ 「弾き歌い」に関する自己評価（単位：点）

設問２ 盤楽器の表現（ピアノを弾くこと）
設問２の自己評価の平均は以下、図３の通りである。

設問１と同様に、全ての項目で「後」の値が上昇して
いる。「意欲・関心」が「前」からすでに高く、「後」で
は満点近くまで上昇しているという点も設問１に類似し
ている。上昇ポイントでは「感性」が０．７９と最も高いが、
上昇倍率（「後」の値に対する「前」の値の上昇の割合）
を算出すると「感性」が１．３６倍、「知識・技能」が１．３７
倍となり、その差は僅かである。
自由記述では「意欲・関心」の向上に大きく寄与した
事柄として、主に２点挙げられていた。
１点目は「教員（指導法）への好感」である。「はじ

めは全く弾けなかったけど、先生のアドバイスのおかげ
で少しずつ弾けるようになった」「指番号が全くわから
なかったのですが、先生方がていねいに教えてくださっ
たので理解することが出来ました」等、初学者が安心感
を持って学びに臨めたことが窺える記述の他、「先生が
１人１人丁寧に教えて下さり、よりピアノが弾けるよう
になりました」等、ピアノ経験者も自身の技術の向上を
実感し、更に意欲が高まったとする記述も見られた。
２点目は「レパートリー（子どもの歌）の獲得」であ
る。「ピアノは全くやったことがなくどうせ弾けないか
らいやだと思っていましたが、曲が一曲でも弾けるよう
になるととても嬉しくて楽しいと思えるようになりまし
た」「初心者で正直ドの位置もわからなかった自分が一
つの曲を弾けるようになったことがうれしかった。両手
もはやく弾けるようになりたい」等の記述には、レパー
トリー獲得の喜びが学習意欲の向上につながった様子が
窺える。子どもの歌の習得に関しては設問３と重複する
ところもあるが、 盤楽器（ピアノ）の学びの延長線上

に子どもの歌の学習を位置付けているという点では、学
生の記述内容は授業全体のねらいと合致している。
一方、演奏技術の習得に先立つ表現へのアプローチと
して、この単元で試みたユニークな取り組みについては、
初学者よりも経験者の方がより深く印象に残ったようで
ある。「もともとピアノをやっていた時はソロで楽譜通
り淡々と弾いていたが、曲を作ったり（筆者注；「クラ
スター奏法による動物の表現」のことと思われる）と今
までやったことのないことをピアノですることができて
ピアノへの意欲がさらに出た」「ただピアノを弾くので
はなく、自分の中でこの曲はどういうところで弾かれて
いるのかということや、感情を込めて弾く事によって強
弱をつけやすくなりました」「指で弾くだけではなく、
腕などを使って演奏も出来ることを初めて知りました」
「ピアノを弾く時に気持ちを入れて、体で表現するイメー
ジでひく」等の記述に、そのことが窺える。
前述の通り、この単元では演奏に関する技術的な指導
は最小限にとどめていたが、それでも自由記述欄には自
身がピアノを弾く際に感じる技術的な課題についていく
つか記されていた。そのうち目立ったのは「リズムの取
り方」「リズムが難しい。手が思うように動かなかった」
「リズムの取り方が分からないものもあったけど、手拍
子で確認したりできて分かりやすかった」等、リズムの
習得に関する事柄であった。今後は授業全体を通じて、
リズムに関する指導をより多く、丁寧に取り上げる必要
があると思われる。

設問３ 弾き歌い
設問３の自己評価の平均は以下、図４の通りである。

こちらも全ての項目で「後」の値が上昇している。上
昇ポイントは「意欲・関心」の値（１．０４）が最も大きい。
一方、「知識・技能」は「前」の値（１．５７）が最も低い
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図５ 「鑑賞（他者の表現の受容、理解、認容）」に関す
る自己評価（単位：点）

が、上昇倍率を算出すると１．６１倍となり、他の２つの項
目に比べて自己評価の伸びが最も顕著であったことがわ
かる（「意欲・関心」は１．４４倍、「感性」は１．４５倍）。
自由記述でまず目に止まったのは「今までやったこと
がなかった」「中高の時、伴奏などはしたことがありま
したが、弾き歌いは慣れないものでした」等、弾き歌い
そのものの経験の少なさであった。しかし、「初めての
経験でしたが、やってみるととても楽しかった」「弾き
歌いがはじめてだったけど、楽しく学べました」「最初
は弾き歌いなんて到底無理だったが、少しずつできるよ
うになってきた」等、未経験だったからこそ進歩への達
成感が大きかったことが窺える記述も見られた。
「知識・技能」に係る課題として多く挙げられていた
のが、「歌とピアノを同時に行うことの難しさ」につい
てであった。率直に「ピアノと同時に歌うことは難しい」
「ピアノは弾けても歌いだすと急にひけなくなる」とい
う記述や、「ピアノと歌を一緒にやるということは、私
自身簡単に考えていたけれど実際はすごく難しかった」
のように、意外な気付きとして記されているものもあっ
た。また「弾き歌いをすると、ピアノに集中してしまい
声が小さくなってしまう」「ピアノの音に自分の声が消
されて上手くバランスをとれなかった」「ピアノと歌の
バランスを学ぶことが出来て良かった」「声とピアノの
バランスが大事だとわかりました」等、「歌とピアノの
（音量の）バランス」という、弾き歌いの演奏技術にとっ
て重要な、一歩踏み込んだ気付きが見られる記述もあっ
た。
また、「練習の大切さを実感した」という記述が多く

見られたことも、本設問の特徴である。「最初は２つの
ことを同時にするなんて自分には出来ないと思ってたけ
ど、練習していくとできるようになったので練習は大切
だと思いました」「歌と自分の演奏を合わせて行うのは
とても難しかったが、練習を重ねるうちに出来るように
なった」「絶対出来ないと思っていたが、練習するうち
に出来る歌が増えていくことが嬉しかった」という記述
に加えて、「弾き歌いのイメージが「難しいもの」から
「難しいけれど楽しいもの」に変化した」という前向き
な記述もあった。
「弾き歌い」は期末試験を含む第１０～１５回の授業内容
に関わる項目であるが、延べ６回に渡って継続的に個人
指導を行ったことが、特に「練習（予習復習）の大切さ」
の実感、また学習意欲の向上に寄与したものと考えられ
る。

設問４ 鑑賞（他者の表現の受容、理解、認容）
設問４の自己評価の平均は以下、図５の通りである。

全ての項目で「後」の値が上昇しているが、特に「意
欲・関心」と「知識・技能」については上昇ポイントが
いずれも１．００と高い値を示している。
数値で見れば「感性」の上昇ポイントは０．７４にとどまっ
ているが、自由記述には学生個々の感性（感受性）の向
上を示すものが多く見られた。 盤楽器の表現③（第７
回）に係るものとしては、「動物をピアノで表す発表で
は他の友達が何を表したいのか考え感じ取った」「他人
の発表を聞く事はとてもおもしろい。第三者目線で見る
事で新たな発見がある」「みんなの発表などをみて色ん
な表現の仕方があって聞いてて楽しかったです」等の記
述があり、鑑賞の授業（教員コンサート、第８回）に係
るものとしては「表現の幅がすごいと思った」「人に伝
わるように表現するということが大事だと分かりまし
た」「オペラ聴いてて凄いと思ったし、引き込まれまし
た。こっちまで楽しかったです」「以前自分が弾いたこ
とのある曲も他者が弾くと違いがたくさんあることに気
づくことができた」「ピアノでは心を動かされ、うたで
は風景が見えた気がした」のような記述が見られた。
また、「先生方の本気の演奏と歌は引き込まれる何か

を感じた。腹式呼吸の勉強にもなった」「学んでいるこ
とをふまえて鑑賞すると見方が変わるなと思いました」
「ただみるのではなくどこに注目したら良いかなど見方
までしっかり学べました」「もともと鑑賞は好きで、授
業で学んだこともつなげながら考えると、おもしろかっ
た」「元々鑑賞することは好きでしたが、今では「どう
やるのかな？」と演奏・奏者の方にも興味が湧くように
なりました」等、本科目において鑑賞の授業を設けたね
らいに合致する記述が多く見られ、その教育的効果が示
唆された。
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図６ 「読譜（楽譜を読むこと）」に関する自己評価（単
位：点）

設問５ 読譜（楽譜を読むこと）
設問５の自己評価の平均は以下、図６の通りである。

読譜に係る全体指導は、 盤楽器の表現②（第６回）
におけるクラスター奏法とリズムパターンの例示、及び
子どもの歌を味わう①（第１０回）の冒頭でしか行ってい
ない。その他の指導は第１０～１４回にかけての子どもの歌
（弾き歌い）の個人指導の中で、各教員により個別に実
施されたのみである。それでも、これまでの設問に比べ
て値が低いとは言え、全ての項目において上昇が確認で
きる。

自由記述では「まだ読めないのでこれからがんばる」
「楽譜は読めないが、読む努力はした。段々分かるよう
になってきた」「まだまだ「ド」とか書かないとスラス
ラ読めないけど丁寧に教えてくれて分かりやすかった」
等、前向きに学ぶ意欲が窺える内容が多く見られた。興
味深いのは「すぐにはぱっと読めないので、友達に読み
方を教えてもらいながら出来ました（筆者注；「勉強し
ました」の意と解釈した）」「楽譜を読むことは私はとて
も苦手です。なので友達に聞いたりしていました」等、
読譜が得意な友人にアドバイスをもらいながら勉強し
た、という記述がいくつか見られたことである。
苦手意識を吐露する記述も少なからず見られたが、特
に「左手の譜表（ヘ音記号）の音名」と「リズム」に関
する内容が多くあった（「左手の楽譜を読むのが少し難
しかったです」「ヘ音記号の音をもっと読めるようにな
りたい」「付点が付くリズムだと頭がこんがらがる」「リ
ズムを先に読むことが大切」等）。この２点は、今後の
読譜指導における全体的な課題として認識すべきであ
る。

設問６ 今後の実習や、保育者になった際に役に立つと
感じた授業内容

設問６では９２名中９０名から回答が得られた。テキスト
マイニングを用いて全ての自由記述の内容を分析し、
ワードクラウドに表したものが以下、図７である。

図７ 設問６（自由記述）のワードクラウド１３

内容両手動物 大事 相手 対応一番 重要 意欲理解
実践豊か 様々苦手バランス 将来楽譜 歌詞 場所二つ

盤楽器表現力 子ども鑑賞 独唱 今後先生 コンサート練習 弾き歌い斉唱不可欠 必要 意味
気持ち 表現現場

音 １人 個別手遊び 保育者授業 イメージ
子供達 ピアノ演奏

楽しさ 大切保育 一緒リズム 保育士好き 弾き語り歌ペース 5月17日声 遊び 姿勢実習情景 普段回答機会 もっともっと方法 想像 仕方曲絶対集中表情
全て
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図８ 「意欲・関心」に関する自己評価
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図９ 「感性」に関する自己評価
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図１０ 「知識・技能」に関する自己評価

保育者としての実践という観点において、学生は「弾
き歌い」が最も役に立つと感じていることが明らかと
なった。「弾き歌い」の周りには、その技術的な基盤と
なる「 盤楽器」「独唱」「ピアノ」があり、また「子供
達」「子ども」「表現力」「表現」「斉唱」のように、弾き
歌いの実践の場を想起させる語も並んでいる。学生間に
しばしば見られる誤用であるが、「弾き語り」も「弾き
歌い」と同義と見なして差し支えないだろう。
自由記述の内容を以下にいくつか引用する。
「弾き歌いは子どもたちが一緒に楽しめるように自分
も楽しむ」「歌を通して、子どもたちとコミュニケーショ
ンが取れること、表情や声のトーンで気持ちの伝わり方
が異なること」「保育者になった際に自分が弾くことで
いっぱいいっぱいにならないように、子どもたちが楽し
めるようにピアノを弾くことを心がけて練習したい」「ピ
アノが弾けても歌えなかったら意味がないので、立ち方
や声のだし方を学べて、歌うのは苦手だったけど少し好
きになれました」「ピアノをまだ片手だけど弾けるよう
になったことで卒業までには子供たちと一緒に歌えるよ
うになるんじゃないかなと少し希望が見えた」「現場で
弾き歌いをする機会があってミスをしてしまっても、子
ども達と楽しみながら歌い続けることを大切にしようと
思った」

３．２．まとめ
集計データを質問項目別に改めて整理し、授業全体に
対する学生の自己評価を俯瞰する。

「意欲・関心」に関する自己評価（図８）は、前後共
に「ピアノ」の値が最も高い。新カリ１年目の履修生ら
も、やはり「ピアノ」を学びたい、もしくは学ばなくて
はならない、という意識を強く持って授業に臨んでいた

ことが窺える。一方、「弾き歌い」はほとんどが未経験
者ということもあってか、「前」は２．３９と最も低いが、
上昇ポイントは１．０４と最も高い。

「感性」に関する自己評価（図９）では、「弾き歌い」
の「前」が１．７４、「後」が２．５２と、共に最も低い値を示
している。学生はこれまでの経験が最も浅かった授業内
容に対して、自己の感性の向上を低く評価している。そ
れに対して「声」は上昇ポイントが１．０４と、最も高い値
を示している。「ピアノ」に関わらない実技内容である
ことがその要因であると推測される。「前」の値が最も
高いのは「読譜」（２．２２）であるが、上昇ポイントは０．５２
と、最も低い結果となった。

「知識・技能」に関する自己評価（図１０）は、それぞ
れの授業内容によって変化に特徴がある。「声」は上昇
ポイントの値が最も高く（１．１７）、「後」の値も最も高い
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図１１ 質問項目別自己評価の総平均

（３．１３）。他の授業内容と比較して、特に声の表現に対す
る自己評価が大いに向上したことがわかる。
上昇ポイントの値は、「ピアノ」「読譜」が共に０．７４と

最も低い。特に「読譜」は「前」の値が最も高い（２．１３）
だけに、その上昇の傾向は最も緩やかであったと言える。
「弾き歌い」は「前」（１．５７）と「後」（２．５２）の値が
共に最も低いが、上昇倍率を算出するとは最も高く（１．６１
倍）、自己評価の変化という観点では、全体の中で最も
向上していると言える（上昇倍率２位は「声」の１．６０倍、
最下位は「読譜」の１．３５倍である）。

質問項目別に全設問のデータをまとめたものが図１１で
ある。
「意欲・関心」は「前」（２．６７）で最も高く、「後」（３．５１）
でも最も高い。履修生らは本科目の授業に意欲的に取り
組み、授業全体を終えて更に意欲を向上させている。
「感性」は最も抽象的な質問項目にも思われるが、そ
れでも履修生らは全体として自身の「感性」にポジティ
ブな変化を感じている。
「知識・技能」は「前」が最も低く、中間点に満たな
い１．９５という値であるが、上昇ポイントは最も高い
（０．９２）。授業全体を通して、履修生らは「知識・技能」
に関する変化、成長を最も実感している。

４．おわりに

新カリ「音楽と表現Ⅰ」における最も大きな改革は、
旧カリ「音楽演習（基礎）」の主要テキストであった『バ
イエル』から脱却したことである。新旧カリキュラムの
異同は、「声楽（基礎）」との統合を含めて、この点を核
としている。『バイエル』からの脱却は、保育者養成校
としての本学の音楽教育における指導方針、指導内容の

大転換に他ならない。新カリが見据えるのは、あくまで
も保育者としての音楽表現技術の習得であり、その基盤
となるのはピアノ（独奏）の演奏技術ではなく、音楽表
現そのものの奥深さを知ること、またその奥深さを知る
ための様々なアプローチを通して、音楽を表現する喜び
を実感することであると考える。その意味では、今回の
アンケート調査を通して、特に保育における「弾き歌い」
の大切さや意義に気付き、その習得の喜びを実感しなが
ら更なる学びに向かおうとする意欲が学生全体の中に垣
間見えたことは大きな収穫であった。これは大人数での
歌唱のみの指導と、ピアノ（独奏）の演奏技術指導に専
念していた旧カリの初年次春学期には望むべくもない姿
であった。
いずれにせよ「音楽と表現Ⅰ」のねらいは、学生自身
の学びの「畑を耕す」ことにその重きを置いていたので
あり、この授業実践の真の成果については、今後の音楽
関連科目において「種を蒔く」プロセスを経た上で、改
めて検証する必要があるだろう。
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注
１）本学の旧カリにおける音楽関連科目一覧については、葛
西ほか（2017 : 33 表 6）を参照。

２）「表現シリーズ」は本学における表現教育の重点化を担
保するものとして構想されたものである。ここに含まれ
る４科目は科目区分、単位数共に共通である。

３）本学には「ピアノレッスン室」という名称の教場が４つ
ある。それぞれの部屋にはアップライトピアノが１台ず
つ設置されており、教員はこれを用いて順次学生の個人
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指導を行う。学生には１人につき１台ずつクラビノーバ
が割り当てられており、個人指導時以外は各自がヘッド
ホンを着用して練習に集中することができる（クラビ
ノーバはピアノレッスン室１と４に各８台、同２と３に
各１０台、延べ３６台設置されている）。

４）「音楽演習室」は収容人数３６名の教場で、グランドピア
ノが１台、アップライトピアノが１台設置されている。
床はフラットで固定のテーブルやイスはない。講義の際
には小机付きのパイプイスを人数分並べて対応してい
る。

５）成人男性の声域は成人女性に比べて約１オクターヴ低
い。また子どもの歌を歌唱する際の発声法についても、
成人女性は自然な流れの中でファルセット（裏声、頭声）
を用いるのに対し、成人男性は原則として地声を用いる
（胸声を基礎とする）ことが通常である。例えば女子学
生を指導する際に男性教員が模範唱をすると、その女子
学生は男性教員と同じ声域（本来の女性の声域から１オ
クターヴ低い声（地声））でその歌唱をまねしてしまう、
という例を筆者（葛西）は何度か経験している。

６）葛西ほか（2016 : 20 図 1）参照。
７）鑑賞レポート（Ａ４用紙縦書き１枚）では５つの項目（１．
これまでの授業を踏まえて「気付いたこと、感じたこと、
考えたこと」 ２．これからの「音楽と表現」の学びに生
かしたいこと ３．人間にとって「歌を歌う」とは？「ピ
アノを弾く」とは？ ４．保育者にとって「歌を歌う」
とは？「ピアノを弾く」とは？ ５．その他にも「気付
いたこと、感じたこと、考えたこと」）を提示し、自由
記述を求めた。なお用紙の配布は鑑賞の授業終了直後に
行った。

８）当該授業時間帯のみ事務職員１名に授業補助を依頼し、
教員は演奏に専念した。

９）教場の制約上、演奏に用いたのはアップライトピアノ１
台である。衣装は一般的なクラシックのコンサートに準
じて女性教員はドレス、男性教員はタキシードを着用し
た。

１０）筆者（葛西）の検討に基づいて、子どもの歌の使用楽譜
はいずれも『明日へ歌い継ぐ 日本の子どもの歌 ―唱
歌童謡１４０年のあゆみ』全国大学音楽教育学会 編（音
楽之友社、２０１３）に拠った。

１１）旧カリでは子どもの歌の指導方針を各教員の裁量に委ね
ていたため、教員によって少なからず差が生じ、学生の
習得状況（進度）に影響が及ぶ場合があった。

１２）初回授業の調査によると、履修生（学期途中で休学した
１名を除く）９２名中、ピアノ未経験者は４５名（４８．９％）
だった。

１３）User Local 社が提供する「ＡＩテキストマイニング」を
使用し た（https://textmining.userlocal.jp/ ２０１９年１１
月４日アクセス）。なお、作成に当たっては、本稿への
適用性を確保するため「弾き歌い」「ピアノ」「声」の３

語を固有名詞設定し、品詞を「名詞」のみにフィルタリ
ングした。図示された単語の大きさは出現頻度の高さを
表す。
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